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★夏季休業 ７月24日(金)～９月１日(火)★

８月の行事予定

10日(月) 園閉鎖
11日(火) 山の日
12日(水) 園閉鎖
13日(木) 園閉鎖
14日(金) 園閉鎖
24日(月) 夏休みのびのび⑥※現園舎・園庭
25日(火) 夏休みのびのび⑦※現園舎・園庭

附幼であそぼう④※現園舎・園庭
26日(水) 夏休みのびのび⑧※現園舎・園庭
27日(木) 夏休みのびのび⑨※現園舎・園庭
28日(金) 夏休みのびのび⑩※現園舎・園庭

９月の行事予定

２日(水) 午前保育※のびのびお休み
第２学期始業式/新園舎落成記念式典

３日(木) 体位測定[お・こ・つ]
４日(金) 臨時休業(上幼研研究大会参加)
７日(月) 保健指導[お]
８日(火) 保健指導[こ]/附小交流[お]
10日(木) 誕生会
11日(金) 嵐山登山[お]
14日(月) 英語であそぼう
15日(火) 附幼であそぼう⑤
16日(水) 総合防災訓練
17日(木) 旭岳登山[お]
21日(月) 敬老の日
22日(火) 国民の休日
23日(水) 秋分の日
24日(木) 誕生会
25日(金) 遠足
28日(月) ※入園願書配付開始(～11月12日)
29日(火) 英語であそぼう

附属旭川幼稚園の歴史を探ってみました。

◇昭和49年(1974年)６月６日

→附属旭川幼稚園開園(４歳児36名入園)

1973年、北海道教育大学旭川校に幼稚園教員養

成課程が新設されました。翌年、学生が教育実習

を行うための実習園として、附属旭川幼稚園が誕

生します。開園当初は、大学のすぐ近くにありま

した附属旭川小学校の旧校舎を改修し、仮園舎と

して使用しています。そして、新園舎の設計へ。

新(現)園舎は「建物は、子どもたちが毎日楽し

く生活する城としてふさわしい安全で機能的なも

のにしよう」という願いのもと、建設されました。

◇昭和51年(1976年)12月６日

→仮園舎から新(現)園舎へ引っ越し。

◇昭和52年(1977年)６月

→園庭の固定遊具設置。サクランボなどの植樹。

多数の屋外遊具が設置されたことが記録として

残っています。創立10周年記念誌の写真、平面図

から「ジャングルジム」「太鼓(リング)はしご」

「ヒューム管３本」「鉄棒」は、このときに設置

されたものと確認できます。50年の長きにわたり、

子どもたちを楽しませてくれましたヒューム管を

除く固定遊具は、移転に伴いその役目を終えます。

◇昭和58年(1983年)12月１日

→園歌制定。(大口章子 作詞 栗林辰男 作曲)

開園10年目に、園歌が制定されました。

「みどりのおやねに赤いドア」「おふねのブラン

コまってるよ」「お花のご門をくぐりぬけ」「広

いお庭をかけめぐり」。

記念誌の写真では、現在のウサギ小屋の手前あ

たりに「おふねのブランコ」と、園門の後ろに設

置された「鉄製のアーチ」を見ることができます。

このアーチが「お花のご門」でしょう。

◆ ９月２日、新園舎へ。

新園舎、素敵です。子どもたちのまわりの環境

は、大きく変わります。屋根、ドアの色も変わり

ます。サクランボの苗木は、新たに植樹する予定

ですが、現存するサクランボのような大木になる

には、何十年もの時間が必要です。

変わらないものもあります。ヒューム管は移設

します。トンネルをくぐりぬけ、助走をつけて管

の上に跳び乗る子どもたちの姿は、これから先も

変わらず見ることができます。整備はこれからで

すが、園歌に歌われているとおり、子どもたちが

全力で「かけめぐる」広い園庭も変わりません。

新しい環境の中で、子どもたちがこれまでと変

わらず元気に遊ぶ姿を思い浮かべながら、私たち

教職員はこの夏、引っ越し作業に汗を流します。

第２学期、新園舎でお会いしましょう。

（園長：北 山 雅 章）


